
計画策定モデル事業の対象地域・実施項目

１ 大中規模市の災害廃棄物処理計画策定モデル事業 ・・・３地域
「災害廃棄物処理計画」を策定する予定がある大中規模市等をモデル地域として選定し、災害廃棄物発生量の推計や効果的な仮置場

の運用等に係る調査・検討を通じて、市町村による災害時の廃棄物処理に着目した実効性の高い「災害廃棄物処理計画」の策定を支援

する。
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調査項目 調査概要

災害廃棄物及びし尿の発生量の推計
◆地震災害（津波堆積物含む）、風水害の災害廃棄物等発生量の推計（平成29年度災害廃棄物対策推
進検討会における算定方法による試算）、◆し尿の推計、◆片付けごみ発生量の推計（試算）

災害廃棄物の処理可能量の検討
◆一般廃棄物処理施設の処理能力、◆災害廃棄物処理可能量の検討、◆塵芥車、し尿収集車の収集
運搬台数の試算

仮 置 場 の 面 積 の 推 計 及 び
仮置場の理想的な配置に係る検討

◆仮置場の必要面積の推計（災害廃棄物対策指針による推計方法、被災建物の解体・処理期間を考慮
した推計方法、片付けごみを考慮した推計方法）、◆仮置場の理想的な配置

必要な受援体制（人員やスペース）の検討
◆災害廃棄物処理体制の整理 ◆災害廃棄物処理において受援が必要な事項の検討
◆他自治体等による応援時に必要な受援体制の検討

広報内容 と 情 報伝達方法の検討
◆広報内容、情報伝達手段の整理 ◆災害廃棄物処理に係る広報項目の検討
◆災害廃棄物処理の広報内容及び情報伝達手段の検討

ワーキンググループの開催及び意見交換 ◆３回実施（合同開催）

大阪府

東大阪市 大東市 東大阪都市清掃施設組合
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象
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域
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東大阪市、大東市とも大阪府東部の内陸部に位置し、周辺には多数の活断層が存在し、山地部・山麓部を南北に生駒断層が縦走している。
東大阪市は、市域の大部分は標高５ｍ前後の平坦部にあり、恩智川・玉串川・第二寝屋川・長瀬川が南から北に流れている。大東市は、
東部約３分の１が生駒山系の山間部で、市内を流れる河川は、生駒山系を源とする寝屋川、恩智川を主とし、他に中小の河川や水路が数
多く走っている。このため、豪雨や台風による浸水害も想定され、生駒山域で土砂崩れ等の被害が想定される。

発
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◎地震災害
・生駒断層帯地震
◎風水害
・淀川水系寝屋川流域の氾濫

◎地震災害
・生駒断層帯地震
◎風水害
・寝屋川による氾濫

◎地震災害
・生駒断層帯地震
◎風水害
・寝屋川による氾濫



計画策定モデル事業の対象地域・実施項目

２ 中小規模市町村の府県調整型の災害廃棄物処理計画策定モデル事業 ・・・２地域
府県を中核とし、府県下の処理計画未策定の中小規模自治体を対象とする。各自治体における災害廃棄物発生量等の推計を実施すると

ともに、処理計画の段階ごとに府県がそれぞれワーキング会議を開催し、市町村ごとに順次計画作成を進め、計画案骨子を作成する。

また、ワーキング会議を通じて得られた課題と対応についての検討に当たって必要な支援事項を取りまとめ、府県と地方環境事務所との

連携による支援マニュアルを作成する。
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ワーキング会議 内容

第 1 回 W G
◆モデル事業の概要説明等
◆参加団体の災害廃棄物処理計画上の課題の紹介
◆災害廃棄物処理上の課題に関する意見交換

第 2 回 W G
◆第1回ワークショップ

（組織内の災害廃棄物処理体制の確立、被災状況の把握・共有、関係者
との連携体制の確立）

第 3 回 W G

◆第2回ワーキング会議で示された対策例の紹介
◆第2回ワークショップ

（仮設トイレ等し尿の収集運搬・処理、生活ごみの収集運搬・処理、片付
けごみ等の収集運搬・処理）

第 4 回 W G

◆第3回ワーキング会議で示された対策例の紹介
◆第3回ワークショップ

（仮置場の運営、倒壊家屋等の解体・撤去、災害廃棄物の分別・処理・再
資源化）

第 5 回 W G
◆第4回ワークショップ
（計画骨子案の確認、課題に関する対応方針の検討）
◆府県・地方環境事務所支援マニュアルの説明

府県 対象市町村

大阪府 ①泉佐野市、②富田林市、③河内長野市、④大阪狭山市、⑤島本町、⑥豊能町、⑦能勢町、⑧熊取町、⑨田尻町、
⑩太子町、⑪河南町、⑫千早赤阪村、⑬泉佐野市田尻町清掃施設組合

兵庫県 ①高砂市、②淡路市、③西脇市、④多可町、⑤豊岡市、⑥香美町、⑦新温泉町、⑧西脇多可行政事務組合、
⑨北播磨清掃事務組合

府県・地方環境事務所支援マニュアル

各市町村の災害廃棄物処理計画骨子（案）

ワーキング会議の構成図


